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都市再生安全確保計画の作成について

「川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会」を

平成24年9月3日に設置
構成員：４２団体

24年度は４回開催

「川崎駅周辺の災害時における行動ルール案」

をとりまとめ ・・・「安全確保計画策定事業費補助金（内閣府）」を活用 2



行動ルールの概要

■被害想定・・・川崎駅前は約19,000人の
帰宅困難者が発生

■目標・・・「滞在者の安全確保と混乱の抑制」

■役割分担の明確化

・・・各々の対応内容を地域で

共有 （自助、共助、公助の対応）

■連携体制の構築

・・・川崎駅周辺の関係者が

連携した対応
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地震被害の想定

■川崎市直下の地震（Ｍ７．３）

震度５強・・・非常な恐怖を感じる

６弱・・・立っていることが困難

６強・・・這わないと動けない

川崎駅周辺は、震度６強又は６弱の揺れになる恐れ
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地震被害の想定

種別 被害項目 川崎区 幸区
世帯数・人口 (平成２５年３月１日現在) 216,657 人 156,592 人

建物被害 全壊棟数 6,543棟 4,649棟
〃 半壊棟数 10,964棟 6,314棟

地震火災 出火件数 36件 33件
〃 焼失棟数 3,987棟 2,394棟

人的被害 死者数 235人 156人
〃 重軽傷者数 3,980人 2,384人

ライフライン 上水道断水世帯数 64,996世帯 50,226世帯
〃 下水道機能支障世帯数 86,845世帯 64,720世帯
〃 停電世帯数 66,682世帯 43,244世帯
〃 一般回線電話の不通件数 市内加入電話の約20％

生活支障等 避難者数 67,689人 56,363人
〃 駅前滞留者数（私用等） 19,128人（川崎駅）
〃 〃 （従業員、学生） 43,649人（川崎駅）

5



東日本大震災を受けての課題

■首都圏で５１５万人の帰宅困難者が発生

・主要駅を中心に帰宅困難者が滞留

・徒歩帰宅者が大量に発生

・激しい道路渋滞 など

■川崎駅でも3,000人超を市要請施設で受入
・市要請施設以外でも受入

・住民用の毛布、上下水道局の飲料水を配布

・情報の錯そう

など様々な課題が発生
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川崎駅周辺における対応
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行動ルールの主な内容

■自助

身の安全確保

従業員・利用客の安否確認

施設の安全点検
安全の場合 危険な場合

施設内待機 広域避難場所等へ誘導

一時滞在施設へ案内

満杯の場合
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行動ルールの主な内容

■施設ごとの役割分担
駅 乗客の安全確保

改札前での利用客への運行状況の案内（区に状況報告）

乗客、利用客を一時的な避難場所（駅前広場等）に誘導

施設点検（可能な限り速やかに実施）

施設が安全な場合：駅構内で乗客や駅前滞留者を保護

満杯の場合、一時滞在施設に誘導

施設が危険な場合：広域避難場所や近くの避難所へ誘導

滞留者への備蓄物の配布

トイレの開放

交通情報、一時滞在施設の開設状況、災害情報の提供

集客施設 利用客の安全確保

施設内か一時的な避難場所（駅前広場等）に誘導

施設点検

施設が安全な場合：施設内で利用客を保護

満杯の場合、一時滞在施設に誘導

施設が危険な場合：広域避難場所や近くの避難所へ誘導

可能な限り、トイレや休憩スペースを開放

交通情報、一時滞在施設の開設状況、災害情報の提供

商店街 買い物客等の安全確保

徒歩で帰れない買い物客等を駅前広場に案内

ガス等を使用しないなど、安全な状態での営業（被災の程度による）

区本部 駅、一時滞在施設との連絡調整、備蓄品の搬

入

災害情報、滞留状況の把握、市災害対策本部

への連絡

市本部 災害情報、交通情報の把握、各種媒体による

情報の発信

関係機関との調整

警察 混乱抑制、滞留者誘導・整理

道路交通整理、道路交通情報の提供

ﾊﾞｽ･ﾀｸｼｰ 要援護者等の搬送

学校等 園児、児童、生徒を学校内で保護者引き渡し

まで保護

企業 従業員を施設内で保護

施設が危険な場合は、広域避難場所や近くの

避難所へ誘導
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行動ルールの主な内容

■情報発信の流れ

鉄道・バス
運行情報

道路交通
情報

災害情報 駅前滞留
状況

一時滞在施設の開
設・運営状況

区役所（区災害対策本部）

市役所（市災害対策本部）

事業者の
ホームペー
ジ、駅改札
での掲示、
駅構内放
送、案内

市ホーム
ページ

「防災情報
ポータルサ
イト」

屋外防災
無線

メール
ニュースか
わさき

ｔｖｋデータ
放送

緊急速報
メール

twitter
(kawasaki_bousai)

かわさきＦＭ
(79.1MHz)

自動販売機併設
型ｻｲﾈｰｼﾞﾓﾆﾀｰ

一時滞
在施設

公立保育園、公立小学校
震度５強以上の場合、保護者が来るまで園や学校で子どもを保護します。
あらかじめ園や学校と保護者との間で、子どもの安否確認手段について確認しておきましょう。 10



行動ルールの主な内容

■共助

○「地域資源」を活用し、正確な情報を地域で

共有

・コミュニティ放送（かわさきＦＭ）

・公衆無線ＬＡＮのスポットの多さ

・イベント等によるフェイス・トゥ・フェイスな関係

○トイレ、負傷者支援等、地域をあげて対応

○情報受発信拠点の設置

○区、駅、一時滞在施設に簡易無線機を配備
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行動ルールの主な内容

■共助 （一時滞在施設の確保状況）
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行動ルールの主な内容

■公助

・一時滞在施設利用者向け備蓄

（飲料水、防寒シート）

・一時滞在施設の確保

（周辺施設への協力要請、支援体制の検討）

・違法駐車、歩道の不法占拠、屋外広告物等

・国では都市再生安全確保計画制度での支援
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行動ルールの主な内容

■公助

一時滞在施設マップの駅に配備
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都市再生安全確保計画の作成について

■平成25年度の予定
「川崎駅周辺の災害時における行動ルール」

について、実動訓練の実施による検証（ソフト対策）

＋

必要となるハード整備の検討

「都市再生安全確保計画」の策定

都市再生緊急整備協議会で作成
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川崎駅周辺地域都市再生緊急整備協議会
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